
特定医療費支給開始日について

以下のどちらか早い日
●臨床調査個人票に記載の診断年月日※重症度基準を満たさない場合は無効
（記載がない場合等は川崎市から難病指定医に問い合わせます。）

●軽症高額該当の基準を満たした日の翌日※確認書類が無い場合は無効
（該当月のみしか確認ができない場合は同月末日とします。）

以下のどちらかの日
●原則どおり申請日の１か月前の日
●やむを得ない理由があるため、申請日の３か月前の日
（診断書（臨床調査個人票）の受領に時間を要した、診断後すぐに
入院することになった、大規模災害に被災した等）

※ 仕 事 、 受 験 、 進 学 、 育 児 、 失 念 、 転 居 、 身 内 の 不 幸 、 そ の 疾 病 の 診 断 に 時
間 を 要 し た 等 の 理 由 は 適 用 対 象 外 で す 。

（例１）②が原則どおり申請日の１か月前の日の場合

※区窓口に申請する場合の「申請日」は“区窓口で受理された日”、郵送による申請の場合の「申請日」は、消印日ではなく、
“川崎市健康福祉局国民年金・福祉医療課に届いた日”です。

①か②のどちらか遅い日が支給開始日です。
※法施行日である令和５年10月１日より前に遡ることはできません。

（例２）②がやむを得ない理由があるため、申請日の３か月前の日の場合

①

②



※以下を参考に申請書のチェックボックスを記載してください。
※その際、証明書類等の提出は必要としません。

申請が遅れたことのやむを得ない理由の例

※診断年月日等から１か月以内に申請を行わなかったことについて、やむを得ない理由が
ある場合は、申請日から最大3か月の助成開始時期の遡りの対象となります。

× 「仕事の都合」により1か月以内に申請できなかった場合
× 子育てで忙しく申請できなかった場合
× 申請を失念していて、診断日より1か月以上経って前倒しを希望された場合
× 患者本人や申請者である保護者に身内の不幸があった場合
× 患者側における事情として、受験・進学・転居等の私的な事由の場合


